
４．おわりに（減災、新技術、多自然川づくりなど）

97



水害リスク評価の必要性 98

出典）気候変動を踏まえた治水計画に係る技術検討会資料



水害リスク評価の手法（総被害の軽減） 99

出典）気候変動を踏まえた治水計画に係る技術検討会資料

 総被害の軽減効果の評価は、同一の氾濫シナリオの下で算定した様々な評価外力に対する核評価
指標の被害が、基準時点河道に対して河川整備計画等の一連の整備後に低減することを基本。



リスクカーブの形状の傾向 100

A型 B型

C型



谷底平野における減災のための治水システム 101

粘り強い堤防構造

霞堤 ③
④

②
①

果樹園

宅地



堤防の天端・裏のリ・法尻・堤脚水路の工夫 102

① ②

③ ④



安田川における減災のための治水システム 103

①

①②

②

③

③



北川の霞堤 104

平成15年7月8日撮影

河床勾配：1/1000

河床材料：粒径3cm程度

平均年最大流量：1,850m3/s



H9年9月台風19号による浸水状況（北川） 105

冠水した領域



導入が進む測量機器 106

 三次元地形データを取得するための技術として、レーザ光や超音波を用いる手法を導入
 陸上部ではレーザ光を、水中部では超音波を用いることが一般的
 グリーンレーザの導入により、水中部でもレーザ光の利用が可能（濁度や水面変動の影響あり）

(d) Ｍobile Mapping System（MMS）

(b) 音響測深

(c) 大型除草機械設置型レーザ測量機器

(a) 航空レーザ測量

(e) 地上設置型レーザ測量技術

出典）(a)：徳島河川国道事務所提供資料に加筆、(b)は「坂角、保坂：信濃川下流域のスワス測深計測について、北陸技術発表会」から
引用、(e)は「塚原、岡崎：CIMにおける地上レーザ計測により取得した地形3次元データの活用について、北陸技術発表会」から引用



河道の形状と状態（植生、瀬淵） 107

航空写真

比高段彩図 水深分布図

樹高分布図
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資料提供）福井河川国道事務所

横断測線上での河床形状と
航空写真から水衝部や出水
時の流況を推定してきた。

測線間の深掘
れを確認

ワンドやたまりの深さ・形状を確認
→魚数や魚種が多いワンドの特徴
は？

瀬淵分布を面的に把握
→水辺の国調データとしての活用

測線間の深掘
れを確認

出水時に流路となる箇所を確認
→樹木伐採計画に反映

瀬淵構造（深さ、幅、形状等）を面的に把握
→漁協が大事にする瀬の特徴は？
→魚数や魚種が多い瀬淵の特徴は？

横断測線上での河床形状と
航空写真から樹木群範囲や
繁茂密度を推定してきた。

植生分布、樹高、繁茂密度等を面的に把握
→流下能力評価、水辺の国調データとして活用

多様な視点から樹木群を評価
→流下能力を阻害する可能性
→出水時に水衝部対策となる可能性
→樹木伐採計画に反映



堤防点検（目視で確認しにくい変状の把握） 108

資料提供）福井河川国道事務所

TINサーフェスを⽣成し法⾯勾配を算出

堤防点検は目視に頼っているの
が現状。寺勾配化の状況を目視
で判断するのは困難

目視で捉えにくい変状（寺勾配化状況）を面的に把握
→机上で点検すべき箇所を特定することで効率的に見

落としのない点検を実現。例えば、ピンク色の測線上
では、ここでは、法肩付近が1割、法尻付近が3割勾配
で寺勾配となっている。



大型除草機械設置型レーザ測量機器の活用事例109

 戦略的イノベーション創造プログラム「インフラ維持管理・更新・マネジメント技術」の一つの課題「大
型除草機械によるモグラ（小動物）穴の面的検出システム」として、平成28年度に開発

 本機器は、除草機械にレーザ計測機器を取り付け、除草をしながら、もしくは除草後に集草をしなが
ら、堤防表面の地形を測量する技術（今後の実用化に向けて実証実験中）

 当初は、モグラ穴等の堤防表面の変状を把握するためのシステムを開発したものであったが、結果
として堤防形状を面的に計測可能

• 二時期（例えば、出水期前と出水期後で記録され
た堤防形状を比較することで、その期間で発生し
た変状を推定可能（左図）

• この図面を持参し、出水後点検を行うことで、点検
効率の向上が期待

• レーザ光は5mm格子に1点程度の密度で照査されるため、
高密度な点群データによって堤防表面の形状が記録（右図
の堤体点群）。

• レーザ測量と同時に写真撮影が行われ、それらをモザイク
状に並べることでオルソ画像（画素の大きさ約1mm）を作成
可能（右図の堤体オルソ）。

出典）SIP研究開発テーマ「大型除草機械によるモグラ（小動物）
穴の面的検出システム
http://www.jst.go.jp/sip/dl/k07/kadai/k07-28.pdf



MMSの活用事例 110

 堤防天端を走行する自動車からレーザ光を発射し、走行する堤防天端や堤防法面の地形を計測す
る技術

 比較的川幅の狭い河川（都市河川等）では、対岸の堤防形状やその変状を把握可能

鋼矢板
（対岸から照射）

天端

法面

平場

実測点

パラペット 検証点No7-5m 検証点No7 検証点No7+5m

笠コン

実測

実測

水面

鋼矢板の傾き 解析結果
（川側に0.6～2.9°の傾斜を確認）

計測した点群データから作成した立体図

点群データから抽出した鋼矢板の傾斜状況資料提供）関東技術事務所



空中写真を用いた河道の点検 111

常の変動
優先度？



空中写真を用いた河道の点検 112

資料提供）京浜河川事務所

UAV写真
解像度２cm



持続性ある実践的多自然川づくり（１／２） 113

実践・現場視点から見た課題 出典）河川法改正20年 多自然川づくり推進委員会提言



持続性ある実践的多自然川づくり（２／２） 114

持続性・将来性から見た課題 出典）河川法改正20年 多自然川づくり推進委員会提言



ご清聴いただき、ありがとうございました。

インフラの整備・維持管理、防災対策に困ったら、
是非国総研のドアをたたいてください。

国総研HP（http://www.nilim.go.jp/）


